
 

 

2022年 10月 2日 

Alain Burlaud 先生による招聘研究会のご案内 

  

謹啓 新型コロナが収束してきました。しかし、予断は許されません。このような厳しい状

況においても、みな様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます｡  

さて、この度は、経営関連学会協議会によります海外著名研究者の招聘補助を受けて、

Alain Burlaud先生を招聘し、研究会を開きます。 

国際的には、会計システムの標準化が進んでおります。ところが、地域ごとの会計シス

テムをみますと、多様化していると言わざるをえません。フランスも例外ではなく、標準

化された会計システムへの対応が進められています。本研究会では、パブリック・セクタ

ーとプライベート・セクターに分けて、フランスでの国際的対応を究明してまいります。 

 本研究会では、A.Burlaud先生は英語で報告します。また、A.Burlaud先生の報告内容 

をヨリ深く理解するために、Clémence Garcia先生によります日本語での解説をおこないま

す。 

つきましては、当該問題に関心をお持ちのみな様のご参加を賜りたく、開催要項をご案内

申し上げます。参加をご希望の方は、吉岡正道までメ－ルにてご連絡をお願い申し上げます。

その際、懇親会への参加につきましてお知らせ頂ければ幸いです。 

末筆ながら、みな様のご健康をお祈り申し上げます。              敬白   

 

特定非営利活動法人 包括球学術集  

理事長 吉岡正道 

E-mail : globalacco81@gmail.com 

Tel : 090-6317-6799 

 

報告者 Alain Burlaud（Conservatoire national des arts et métiers, Paris, France） 

     Standardization but necessary diversity of accounting systems.  

A compromise in France   

解説者 Clémence Garcia (学習院大学) 

司会者 吉岡 正道（Interdisciplinary Research Center in Action-Oriented Sciences） 

日 時 2022年 10 月 22日(土) 15:00～17:00 

場 所  〒162-0825 新宿区神楽坂 2-6-1  

東京理科大学 PORTA 神楽坂ビル 6 階 第 1 会議室 

懇親会 神楽坂付近のフランスレストランでの開催予定しています。10 月 14 日には、懇親

会場を決めていきます。なお、会費は 7 千円相当となります。 
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